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〈Abstract〉
　This study examined the relationships between the frequency of every-day error behavior 
and the characteristics of spatial cognition.  Results of the questionnaire survey showed that 
the rate of self estimation of sense-of-direction correlated not only with the frequency of the 
spatial-cognition dependent errors （e.g., disorientation, missing the way, or losing sight of 
companions）, but also with the frequency of the action slips （e.g., tripping on stairs or stubbing 
little toe）. These results suggest that the characteristics of spatial cognition may relate both to 











































　筆者が担当した心理学の講義に出席していた学部学生および大学院生 211 名（男性 104 名、








筆者が担当する 3・4 年生のゼミの学生 7 名に提示し、表現をわかりやすく修正するなどの
作業を行わせた。さらにその後、日常生活で頻度の高いエピソードであること、大学生がよ
く行う失敗であることを念頭に置いて再吟味し、エピソードを 50 項目まで絞り込んだ（表 1）。
2）予備調査
調査対象者












































































　筆者が担当した心理学の講義に出席していた学部学生 317 名（男性 178 名、女性 139 名）。
平均年齢は 19.02 歳であった。
調査方法と調査内容
　質問項目が両面に印刷された A3 用紙を配布し、約 15 分間の時間をとって回答させた。
失敗エピソードの経験頻度については、予備調査で選定された 30 項目の各エピソードにつ
いて 5 段階で評価させた。方向感覚の自己評定には、方向感覚質問紙簡易版（Sense of 
Direction Questionnaire-Short Form: SDQ-S；竹内，1990）を使用した。SDQ-S は方向感
覚の良し悪しを自己評定するために開発された心理尺度であり、「方位と回転」と「記憶と





るように 1 ～ 5 点の点数を付与した。
調査結果




の評定値と SDQ-S の総得点および 2 つの下位尺度得点との積率相関係数を求め、表 2 に示
した。SDQ-S の総得点、および 2 つの下位尺度得点のすべてと有意な中程度の正の相関（r 
＞ .40）を示したエピソードは「地下街やショッピングセンターで迷う」の 1 エピソードであっ
た。また有意な弱い正の相関（r ＞ .20）を示したエピソードは「曲がるべき道を間違えて
通り過ぎる」、「一緒に買い物をしていた友人や家族を見失う」、「押して開けるドアを引いて














た。この因子分析の結果から共通性が .16 未満であった 1 項目を削除し、残った 27 項目に





と因子間相関は表 3 に示した。なお 2 因子の累積寄与率は 29.80％であり、因子間相関は r =.42
であった。ここでは 2 因子のいずれかに .40 以上の負荷量を示した 9 項目を採用した。








人前で緊張して、話がしどろもどろになる 0.16 ** 0.15 ** 0.14 *
食べ過ぎや飲み過ぎをする 0.13 0.09 0.14 *
自分でしまった大切な書類の場所を忘れる 0.20 *** 0.11 0.26 ***
必要なものを買い忘れたことに帰宅してから気がつく 0.04 -0.04 0.12 *
友達からのメールや LINE に返信するのを忘れて放置する 0.14 * 0.10 0.15 **
押して開けるドアを引いて開けようとする 0.25 *** 0.23 *** 0.23 ***
階段や廊下でつまずく 0.16 ** 0.12 * 0.17 **
満腹でもおいしそうなお菓子を見つけるとついつい食べる 0.15 ** 0.15 * 0.13 *
薄着で出かけて後悔する 0.17 ** 0.12 0.19 **
テーブルや机の脚に自分の足の指をぶつける 0.20 *** 0.17 0.19 ***
傘を学校やコンビニに置き忘れる 0.14 * 0.11 0.14 *
近道だと思ったのに予想よりも時間がかかってしまう 0.13 * 0.08 0.15 **
厚着で出かけて後悔する 0.15 ** 0.06 0.22 ***
時間配分を間違えて、テスト問題を解く時間が足りなくなる 0.18 ** 0.13 * 0.19 ***
地下街やショッピングセンターで迷う 0.46 *** 0.41 *** 0.44 ***
お店のなかで不意に店員に声をかけられて慌てる 0.13 * 0.13 * 0.11 *
曲がるべき道を間違えて通り過ぎる 0.29 *** 0.21 *** 0.33 ***
店までやってきたのに、何を買いにきたのかを忘れる 0.08 0.02 0.13 *
一緒に買い物をしていた友人や家族を見失う 0.27 *** 0.21 *** 0.29 ***
お茶やジュースを服にこぼす 0.11 0.06 0.14 *
***：p ＜ .001　**：p ＜ .01　*：p ＜ .05
SDQ-S の総得点、または 2 つの下位尺度得点のいずれかと有意な相関を示したエピソードのみを示した。






























　第 2 因子に負荷量の高かった 2 項目は内容が非常に類似しているエピソードであり、「無
駄遣いをして、必要のないものを買う」も「衝動買いをする」も、買い物場面における失敗
であるといえる。そこでこの因子には「買い物行動の失敗因子」と命名した。




SDQ-S の総得点および 2 つの下位尺度得点との積率相関係数を求めた。SDQ-S の総得点、
および 2 つの下位尺度得点のすべてと有意な相関を示したのは、移動行動の失敗因子のみで
あった。SDQ-S の総得点（r=0.40, p ＜ .001）、および記憶と弁別因子（r=0.41, p ＜ .001）と
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